
吹奏楽団、模擬国連、やりたいことは全部やる！ 

◇ 今回は、山下美里さん（金沢大学人間社会学域法学類）のレポートです！                  

 

 みなさんはじめまして！ 関高２０１４年卒・金沢大学人間社会学域法学類２０１８年卒の山下美里

と申します。高校生活や、受験勉強の仕方は他の方にお任せするとして（笑）、私からは、自分が過ごし

た４年間の大学生生活について紹介させてください。 

 

・やりたいことは全部やる！ 

「学生は時間があるけどお金がない。社会人はお金があるけど時間がない。」これは大学に入学した当

初、OBの方の講演で聞いて最も印象に残っている言葉です。 

つまり、大学生活は自由に時間を使って好きなことができる、最初で最後のチャンスなんです！（中

には社会人になっても時間を上手く活用しているツワモノもいらっしゃいますが・・・） 

私は文系で比較的時間もあったので、学業、２つのサークル、アルバイト、趣味の海外旅行、遊びと

予定をたくさん詰め込み、日々忙しい生活を送っておりました！何か予定がないと気が済まない性格で、

一日のほとんどを外で過ごしていたので、アパートはただ寝るだけの場所でした（笑） 

 

・コミュニティーは多い方が楽しい！ 

私は学部、２つのサークル、アルバイト先と多方面に「コミュニティー」がありました。コミュニテ

ィーが複数あると、①友達が増える、②気分転換になる、というメリットがあると思います。私はおか

げで多方面に友達ができて、楽しく過ごせました。友達が多いと、それだけ縁やチャンス（後述）が広

がります。 

 

・サークル活動 

大学入学前のみなさんはサークルと聞いてもピンとこないかもしれません。私の大学はキャンパスが

まとまっていて、かつ学生数も多いので、本当にたくさんのサークルがあります！同じスポーツでも複

数のサークルがありますが、サークルによって活動内容も活動頻度も雰囲気もさまざまなので、きっと

自分に合ったものを選べると思います。 

私は、「金沢大学吹奏楽団」と、「模擬国連」の２つのサークルに入っていました。サークルには、気

軽に参加してみんなでワイワイ楽しむ「ゆる」系と、大会などの目標に向けて日々努力する「ガチ」系

がありますが、私のサークルはどちらも後者でした。２つのサークル合わせて週４回放課後に活動があ

り、大会前や係の仕事に追われているときは睡眠時間を削って練習や仕事をするなど、両立に大変苦労

しましたが、今となっては良い思い出です。 

以下、両サークルについて簡単に紹介します。 
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吹奏楽団は、全国大会に出場するほどレ

ベルが高く、中高吹奏楽経験者の私も、自

分よりはるかに上手な仲間から大きな刺激

を受けました。 

中高の部活と違い、自分たちで全てを運

営するので、心から音楽好きの仲間が集ま

る、それが大学の良いところだと思います。

ちなみに、学生指揮で全国大会レベルの吹

奏楽団は珍しいです。 

 

 

 

模擬国連では、一人一人が各国大使を担い、

実際の国連会議と同じプロセスで国際問題

について話し合う「模擬国連会議」を定期的

に開き、普段はその勉強会をしています。 

例えば、来月「核軍縮」について会議をし

ます、あなたはフランス大使ね、といった感

じです。全国に支部があり各支部との交流も

盛んなので、他大学志望の方も、興味があれ

ば調べてみてくださいね。 

余談ですが、金沢大学法学類には、模擬国

連はじめ法律相談所や模擬裁判、地域研究会

など、「法学類サークル」が幾つもあります。 

 

・４年間で１３か国 

 小さい頃から海外に興味がありましたが、関高で世界史を教わってから、ますます行きたい国が増え

ました（笑）普段サークルのない日はアルバイトをして、全ては旅行のため！と必死にお金を貯めては

旅行に行きました。１、２年の頃はサークル、３年～４年前期は就活でなかなか行けなかったので、４

年で就活が終わるとそれまでの貯金で毎月のように旅行に行きました。一人旅や無計画旅行、１か月間

の語学留学など、貴重な経験をしました。時にはハプニングもありましたが、そのたびに成長できまし

た。 

１３か国というと、今時大して多い方ではありませんが、サークルなど他の活動と両立したこと、全

ての資金を自分で稼いだこと、旅行の手配や計画をほとんど自分でやったことは、自分としては誇れる

点です。 

 

・「縁」 

 高校生活までとは打って変わって、大学に入ると世界が一気に広がり、関わる人の数もぐっと増えま



す。自発的に行動すれば、数えきれないほどの人と出逢うことができます。だからこそ、出逢う一人一

人とどう関わっていくかが大切だと思います。 

 ある国で知り合った外国人の友達と遠く離れた別の国で再開したり、ある国で出逢ったおじいちゃん

と日本で家族のような関係になったり、バイト先のお客さんに就活を助けてもらったり、地元テレビの

就活特番に出演したり、就活のセミナーを主催して県内外から５０人の学生を集めることができたり・・・。

縁を大切にしたからこそ、良いことがたくさんありました。 

 みなさんも、素敵な出逢いに恵まれますように！是非、一つ一つの縁を大切にしてくださいね。 

 

・おわりに 

４年も時間があれば大概のことはできます。お金もどうにかなります。見渡すとチャンスはそこらに

ごろごろと転がっていて、それを拾う少しの勇気と行動力さえあれば、なんだかんだできてしまうんで

す。 

私は４年間で大小様々な夢を叶えてきました。叶えようとして叶わなかった夢も多々ありますが、夢

が叶ったのはすべて、一歩踏み出してチャンスをつかんできたからです。是非、みなさんも「やりたい」

という気持ちに素直になって、一歩踏み出してみてください。 

 


